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大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料

• 事業内容：環境総合コンサルタント
• 従業員数：186名（2021年9月1日現在）
• 主な技術者：
技術士(72名),海洋・港湾構造物維持管理士(4名), 海洋・港湾構造物設
計士(2名),港湾海洋調査士(49名), 水産工学技士(3名),環境計量士(7名),公
害防止管理者(7名), 環境アセスメント士(4名),測量士(14名),一級水路測
量技術検定(6名),生物分類技能検定(16名)

• 主要取引先：
中央官庁［国土交通省、農林水産省、環境省他］
地方自治体［各都道府県、市町村］
独立行政法人、各種社団・財団法人
民間各社［電力、建設、鉄鋼、水産・商社他］

• 主な業務分野：
・環境コンサルタント
里海づくり関連事業（藻場・干潟・浅場造成）
海洋環境保全（放射線関連事業、海洋投入処分、

シミュレーション（ごみ）、底質改善）
防災（ハザードマップ）

・建設コンサルタント
環境アセスメント
港湾・海岸の維持管理（維持管理計画、航路埋没・海岸浸食）
港湾・海岸の施設整備（施設の設計、静穏度解析・シミュレーション）
再生エネルギー開発（現地調査、各種解析）

・水産コンサルタント
水産基盤整備事業（水産資源調査、漁場造成、漁場環境保全）
水産振興（エコラベル、漁場経営判断）

自然と人間との調和を創造する環境コンサルティングを通して、人々の健康で豊かな生活に貢献。



MOBAに関係する現在の取組、関心を有する取組、要望等

衛星画像を用いた藻場・干潟分布域把握

第3回宇宙開発利用大賞（平成30年） 環境大臣賞受賞

藻場なし (現地調査)

その他藻 (現地調査)

ガラモ (現地調査)

アラメ (現地調査)

アマモ (現地調査)

藻場 (解析結果)

第5回自然環境保全基礎調査

①現地調査において、藻場が確認された地点の画素を抽出
各藻場タイプ（アラメ、ガラモ、アマモ、その他）において被度階級ごと（75%以上、50%以上、
25%以上、５％以上）に教師データを作製。

藻場が確認された地点
（藻場タイプ、被度階級別）

②藻場が確認された画素の輝度のヒストグラムを作成
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③輝度と尤度（藻場である確率）の関係を整理
ゆ う ど

藻場に該当する輝度の範囲を抽出するため、
それぞれの波長帯の輝度を変数とする、輝度
と尤度の関係を整理。

※右図はイメージのために、iバンドとjバンド
の２種類の波長帯を変数としているが、実際
には３種類の波長帯の輝度を変数としている。

衛星画像（Planet）で観測された３種類の
波長帯について、それぞれヒストグラムを作成。

現地調査を実施していない海域において
も、藻場である確率が一定値以上の画素
については、藻場と分類。

尤度が一定値以上の輝度を藻場と分類

3m

衛星画像解析の手順

正解率84.0%

【取組】
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衛星画像を用いた藻場・干潟分布域把握
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GNSS

音響測深器

ケーブル水中
ビデオカメラ

進みながら

データ取得 

やや前方の音響測深ポイント周辺を撮影。船上で海底

の起伏を確認しつつ、ケーブル長を上下し、曳航。 

 
ＤＧＰＳＤＧＰＳ

GNSS

ケーブル水中
ビデオカメラ

その場で 

データ取得 

測深はビデオカメラ着底時のケー

ブル長や魚群探知機により測定。 

アマモ

教師データの取得方法

カジメ ノコギリモク

ビデオカメラによる観察結果

5%未満
25%以下
50%以下
75%以下

被度 高さcm

音響データから高さを推定

・現地調査の効率化、高精度化へ対応

【取組】
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藻場ビジョンの策定・藻場造成
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衛星画像による藻場分布域の把握 漁業者ヒアリングによる現況把握 現地調査による現況把握

≪藻場再生や維持管理について≫
• 「磯焼け回復後の漁業への関連付けが課題」
• 「まず一か所でよいので確実に成果を上げるべき。
そうすることで全体が活性化する」

• 「対策の結果を確認することが難しい」
• 「漁業が多忙であり藻場管理に手が回らない」

①, 16, 49%

②, 8, 24%

③, 3, 9%

④, 6, 18%

対策の要望（N=33）

① やりたい（維持管理体制も構築可能）
② やりたいが事業費の支援が必要
③ 事業費がないと何とも言えない
④ 藻場の減少を感じていない

磯焼け対策を行う動機付けが少ないこと，具体的な行
動手段・目標が不明確であることが明らかとなった。

【取組】
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藻場ビジョンの策定・藻場造成 藻場造成計画

≪施工イメージ≫

キタムラサキウニは流速0.4m/s以上では摂
食できない(川俣,2001)ので、流れの速い、
浅場へ基質を整備

施工

水深が浅いと
流速が速い

流れ大

流れ小

水深3.0m水深3.0m

水深3.6m→磯焼け

水深2.9m→アラメ場

300m×20m

施工箇所(案）

藻場保全・創造計画
ハード整備、ソフト対策

藻場保全・創造
・ハード整備(着生基質の整備等）

・ソフト対策（種の供給、ウニ除去等）

維持管理
・モニタリング

・ソフト対策（種の供給、ウニ除去等）

目標・方針の決定
事前調査

藻場ビジョンの策定

磯焼け対策会議

実施者：県及び漁業者

実施者：主に漁業者

実施者：主に漁業者

実施者：県

実施者：県及び漁業者

施工イメージ 維持管理フロー

【取組】
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【取組】
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【取組】
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Jブルークレ
ジット購入（
大島干潟）



日鉄神鋼建材は、カーボンニュートラル社
会の実現を目指し、持続可能で豊かな海づく
りに貢献する事業を全国展開しています。

40年を超える海洋環境保全技術を活かし、
お客様のニーズに応じた的確な商品提案、提
供を心掛けています。

兵庫県・大阪府においては、日本海、瀬戸
内海、大阪湾それぞれの海域で、小型藻場礁
を活用した地域の藻場再生に地元漁業者皆さ
んや民間の方々とともに取り組んでいます。

今後も地元の声に真摯に耳を傾けながら、
ブルーカーボン生態系による豊かな海づくり
に寄与できるよう取組を進めてまいります。

ブルーカーボン生態系で豊かな海づくり

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料

一年後

設置 20年後



S K S リーフ多孔質藻場礁を活用した小規模藻場再生の取組

Sample

Sample

Sample

兵庫県豊岡市竹野 取組紹介記事

25
cm

兵庫県淡路市一宮

漁業者の方々による母藻の取付 設置作業



現在の主な事業

・100均向け雑貨製造

・ペット用品の製造

・ホテル向けエコアメニティの販売

・クリーンルーム向け作業用手袋の製造販売

オールサム有限会社
地域を巻き込んだ栄養塩の供給で藻場の再生に貢献したい

MOBA構想に向けて
コーヒー豆が入っていた麻袋をアップサイク
ルした製品作りにチャレンジしております。

天然素材を活かし、藻場再生用の資材として
麻袋を縫製加工した商品を提供したいと考え
ております。

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料



やりたいこと

MOBAに関係する現在の取組、関心を有する取組、要望等
大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス参加登録申込時に調査票に記入いただいた内容等についてご紹介下さい。

麻袋の中に腐植を含んだ堆肥と牡蠣殻を入れ、砂浜に埋設することで
海藻の成長を助ける栄養塩供給土のう(仮)を作り、地域の漁業関係者
や住民が参画しやすい藻場再生の取り組みがしたいです。

中に入れる堆肥の由来としては、地域で排出される食品廃棄物由来の
堆肥を活用したいと考えております。農林水産省で実施されている、
食品リサイクルループのような取り組みを参考に、地域の産業廃棄物
をもとに栄養塩土のう(仮)を作り、地域の企業様や漁民の方と藻場再
生に参加したく考えております。弊社では麻袋を土嚢袋に縫製し、提
供することができます。

Sample

Sample

Sample

ご協力お願いしたいこと

食品廃棄物等由来の堆肥 牡蠣殻等
海藻の生育に役立つ栄養塩供給土嚢

各参加企業様と情報交換させて頂き、大阪湾周辺の材料を
使用した栄養塩土のうを作り、藻場再生に役立てたいです。



シャトー海洋調査とは
測量や生態系調査、漁業調査などの海域環境
調査を行う会社です。環境創造への貢献を目
指し、独自の技術で様々なご要望にお応えし
ます。

株式会社 シャトー海洋調査
生態系をみつめる、まもる、再生する技術がここにあります。

環境調査
干潟、浅海、さらに沖合域にかけて、水質・
底質・生物調査を行います。計量魚群探知機
による魚群の定量化、超音波発信機による魚
類の行動追跡、炭素や窒素の安定同位体比を
用いた食物網解析などを行います。

藻場関連調査
UAV（ドローン）や水中ドローンによる地形
や藻場の計測、現存量調査の他、藻場造成
（回復）、 食害対策、炭素量分析やブルー
カーボン量算定を得意としています。

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料

http:/ /www.chateau-kaiyou.co.jp/



ブルーカーボン生態系の再生・創出

MOBAに関係する取組
ブルーカーボン生態系に関する、再生・創出活動の実施、モニタリング等の関連技術の提供・実証

〇関西国際空港の藻場の保護のため、カジメの保護やカジメ、ホン
ダワラ類の母藻移植に貢献。

〇30年以上の藻場再生・創出（藻場造成）の実績
例：種苗生産後の移植 兵庫県明石市、徳島県海部町（現海陽町）

現存藻場からの移植 和歌山県や日置川町（現白浜町）、
愛知県他

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

モニタリング等の関連技術の提供・実証
〇藻場分布調査：航空写真（ドローンを含む）や衛星画像＋現地確認
〇藻場現存量調査：水中ドローンや潜水目視観察調査等による調査、
ブルーカーボンクレジット算出にも対応
〇藻場生産量調査：固定コドラート法による成長速度や枯死流失量を
調査
〇藻場生態系調査：固定式カメラや採捕により、藻場を利用する動植
物の関連を調査
ブルーカーボンに関する実績：関西国際空港、神戸空港、ウニノミク
ス他

種苗育成中のホンダワラ類の幼体 水中ドローン（CHASING M 2 PRO M AX）



表面を「カエル」会社です
使用環境に最適な表面に「カエル」

表面改質を地道に今年で74年となります。

トーカロ株式会社
本社：神戸市中央区港島南町 近隣地区に明石工場・明石播磨工場・技術研究所・神戸工場

全天候型をモットーに多様な実績
◇ 半導体 ◇ フラットパネルディスプレイ

◇ 製鉄 ◇ 非鉄金属 ◇ 樹脂・ゴム ◇ 製紙 ◇ ガラス

◇ 発電 ◇ 自動車 ◇ 航空機 ◇ 鉄道車両 ◇ 船舶

◇ 産業機器 ◇ 医療器 ◇ 繊維 ◇ 農業機械 ◇ 食品

国内他地域に6箇所・海外5か国に拠点

〇北九州 〇倉敷 〇名古屋

〇船橋（行田） 〇船橋（鈴身） 〇宮城

□ 中国2カ所 □ 台湾 □ アメリカ

□ タイ □ インドネシア

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料



材質は何がよい？ 表面はザラザラ？ ツルツル？ ボソボソ？ 色も影響？ 光は吸収？

藻がよろこぶ表面に「カエル」？

工業界での実績は多数ありますが、今までまったく藻とは縁がありませんでした。
これから藻がよろこぶ表面をみつけていきたいなと考えています。

Sample

Sample

Sample

金属・合金・セラミックス
それらの複合材

溶融噴射

形成された皮膜 基材

金属全般

非金属材料
・プラスチック
・カーボン
・セラミック
・コンクリート
など

金属全般

非金属材料
・プラスチック
・カーボン
・セラミック
・コンクリート
など

溶 射 施 工

温めて軟らかくなったチーズを

ギザギザした壁面に投げて付着させるイメージ

現 地 検 証

空を飛ばすか？海面を泳がせるか？

重要なのはいつも同じ位置を検証することか？

（右写真のドローンは協力会社さん製作）



日本リーフ株式会社

● カルセラリーフ1600S型

● カルセラリーフ500S -Ⅱ型 ● 角型組立礁150-6型 ● ネットブルリーフ2.0ｍS型 ● カルセラリーフ2.2ｍ型 ● カルセラリーフ3.0ｍ型 ● 石詰柱状礁I-190型

● カルセラリーフ5.0ｍ-Ⅱ型

環境にやさしい海洋製品

● ネットブルリーフ2.0ｍ型
（セラポラ付）

● トリトンブロックI-190型
（セラポラ付）

● AL-Ⅲ型

● 全国の各地域への納入実績は、
35 ,000枚以上！
・兵庫県・大阪府・三重県・広島県
・愛媛県・熊本県・大分県・佐賀県
・長崎県・秋田県・静岡県・岩手県



藻場を増やす取り組み
【施工場所：大阪府大阪市住之江区南港北（南港野鳥園 西側護岸）】

【施工場所：兵庫県淡路市育波地先】

潜水士でテトラポッドに設置 ワカメ種苗付きのセラポラ基質も設置

ワカメ種苗付きセラポラキューブを
漁業者の方と協力して設置

マナマコ



関西エアポートグループは関西エアポート株式会社を含む8社で構成されています。

関西エアポート株式会社は、オリックス株式会社とVINCI Airports（ヴァンシ・エアポート）を中核とするコン
ソーシアムにより設立されました。関西国際空港（KIX）および大阪国際空港（ITAMI）の運営を新関西国際空
港株式会社から引継ぎ、2016年4月1日より両空港の運営会社として事業を開始しています。また、2018年4月1
日からは関西エアポート株式会社の100％出資会社である関西エアポート神戸株式会社が、神戸空港（KOBE）
の運営を神戸市から引継ぎ、事業を開始しました。

団体・企業等概要
関西エアポート株式会社

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料

※  旅客数・発着回数は2019年（暦年）



関西国際空港をフィールドとした藻場造成

MOBAに関係する現在の取組
地域との環境調和を目指した藻場造成と地域との連携

護岸の総延長24kmのうち約9割に「緩傾斜石積護岸」を
採用しています。

1期空港島において種苗移植を開始した直後の1989年4月
から海藻分布状況の調査を開始し、現在までの30年以上
にわたってモニタリング調査を継続しています。

2022年3月の調査において、空港島全体の海藻着生総面
積（藻場面積）が54haであることを確認しており、これ
は大阪湾の藻場面積の約2割に相当します。

また、2022年12月にはJ ブルークレジットとして過去５
年分（FY2017̃ FY2021）で 103.2t-CO2が認証されまし
た。

地域とともに取り組む大阪湾の環境保全の取組
2023年には地域と連携した大阪湾の環境保全の取り組み
として阪南市と共同で「大阪湾海の森（藻場）保全・再
生プロジェクト」を立ち上げ共創チャレンジに登録しま
した。

空港から地域への海藻移植や次世代への教育活動で連携
しています。









https://expo2025.underwater-construction.com/


創業68年 東証スタンダード上場

美しく豊かな環境づくりに貢献します

コンクリート製品を通じた環境づくり
土木事業・景観事業・エクステリア事業により「環境との
共生」「景観との調和」「安心安全」をキーワードに循環
型社会の実現に向け挑戦を続けます。

サステナビリティの推進
カーボンニュートラル・ウェルビーイング・リスクマネジ
メントを通じて持続可能な社会の実現に向けて取組みを進
めています。

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料

本社：香川県さぬき市



魚礁・藻場礁の開発

魚礁・藻場礁の開発を通じて地球環境に貢献しています

魚礁（シーマークリーフ）、藻場礁
（マリンマッシュ、モバロック）の開
発を香川大学末永教授と行い、流れに
よる渦が藻を形成する絶妙な形状を生
み出しました。

Sample

Sample

Sample

大阪湾に71基沈設

藻場礁「マリンマッシュ」 魚礁「シーマークリーフ」

2014～2020年には大阪湾漁場環境整
備工事として計71基沈設しています。
瀬戸内海には2001年から現在まで計
1,000基以上沈設しています。



堺製油所

• 日本で最高レベルのエネルギー効率を持つ精製装置
• 関西需要圏を控え充実したタンクトラック出荷設備
• 近隣コンビナート企業との半製品・用役融通による高効率生産

操業開始：1965年（昭和40年）
従業員数：約400人
主要設備：常圧蒸留 141K BD

流動接触分解 46K BD
石油化学 ( パラキシレン, プロピレン, オクテン,T BA)

特徴

藻場創出の取り組み
• 2022年12月：「令和の里海づくり」モデル事業に伴い藻場基質及びワカメ種糸設置
• 2023年1月、2月：モニタリグ実施（ワカメ着生は確認できず）
• 2023年2月：広報誌フェニックス（堺市全域に配布）に藻場基質設置状況掲載
• 2024年2月：ワカメ等種糸ユニット設置（ワカメ・コンブ・ヒロメ）
• 2024年4月：モニタリング実施（ワカメ・コンブの着生を確認）
• 2025年5月：広報誌フェニックスに着生状況掲載予定















● 2019年設立の海洋系ベンチャー企業

株式会社イノカ
人工環境でのシミュレーションを可能にする「環境移送技術」

● 環境移送技術

自然を愛し、好奇心に基づいて飼育研究を行う人々の力と、IoT・
AI技術を組み合わせることで、任意の生態系を水槽内に再現する
『環境移送技術®』の研究開発を推進しています。

● 世界初のサンゴ産卵実験に成功

2022年2月には、人工海水を使った完全閉鎖系の実験系にて、
産卵時期をコントロールした造礁サンゴの産卵実験に世界で初
めて成功しました。
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イノカは「自分たちが好きな自然をみつづける」をフィロソフィー
に掲げ、国内有数のサンゴ飼育技術を持つアクアリスト（水棲生物
の飼育者）と、東京大学でAI研究を行っていたエンジニアがタッグ
を組み、2019年に創業したベンチャー企業です。



● データ・エビデンスに基づく藻場造成の提言

MOBAに関係する現在の取組、関心を有する取組、要望等
大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス参加登録申込時に調査票に記入いただいた内容等についてご紹介下さい。

藻場の造成においては、根本的な原因の特定や、データに基づいた科学的な分析が
全国的に不足していると捉えています。

環境移送技術では、

・生育条件を特定して植え付け場所の最適化について知見を得る

・保全方法について有効性や安全性を事前に検証することで実装の確度とスピード
を早める

など、多様なプレイヤーの皆様との共創が可能と考えております。

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

● 各地で藻場保全プロジェクトを展開中

石垣島でのウミショウブ保全プロジェクトなど、藻場造成に関するプロジェ
クトの展開を2023年から開始しております。

企業・アカデミア・環境省・機関投資家等の連携体制を作りながら、エリア
ごとの藻場造成課題の解決を目指しています。



団体・企業等概要

東亜建設工業 大阪支店

社会情勢の変化に対応する「しなやかさ」、激しい時代の潮流を掴む「俊敏さ」

志を持って自身の成長を求める「自分らしさ」、地に足をつけて着実に前進する「一歩先へ」

これらは私たちが実践する行動スローガンです。

私たちは今、この時の行動ひとつひとつを大切にし、

これからの社会に新たな価値を創造し、ステークホルダーのみなさまとともに

未来の社会に貢献し続けることを約束します。
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直立の護岸等の港湾構造物に
海藻を着生させる取り組み。

MOBAに関係する現在の取組、関心を有する取組、要望等
大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス参加登録申込時に調査票に記入いただいた内容等についてご紹介下さい。

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

港湾工事で発生する材料を活用した
生物共生干潟の創出。

当社の考案した海藻の着生及び生育を促す角
部を有する突起形状の着生基盤を直立港湾構
造物に設置し、設置約1年後に海藻であるア
オサ属等の緑藻類の着生が認められました。

浅場整備は、当社が施工した国土交通省近畿地
方整備局発注の神戸港第五防波堤撤去工事にお
いて発生した石や砂を活用し整備しました。

兵庫運河の浅場整備（あつまれ生き物の浜）



広告制作のプロフェッショナル集団
50年の実績と経験により、様々な広告制作物との
連携・提案が可能な動画制作企業です。
VR技術、水中ドローン技術などを積極的に活用し、
撮影・制作した素材を様々なメディアに柔軟に展
開することができます。
専門のWEB解析士が効果測定とWEB解析を行い、
レポート作成と最適な戦略の構築を支援します。

株式会社メディアクト
創業50年、DTP＆WEBなど幅広いツールを提案できる大阪市西区のデザイン制作会社です。
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パンフレット
カタログ・冊子 動画撮影・編集 ホームページ 展示会ブース

360°VR動画ドローン撮影 水中
ドローン撮影



MOBAに関係するメディアクトの取り組み
360°VRと水中ドローンを使って様々な事業に取り組んでいます。

Sample
Sample
Sample

Sample
Sample
Sample

関西エアポート株式会社様が運営する関西国際空港は、環境にやさ
しい空港づくりを目指し、大阪湾における海域生物の生息環境創出
に貢献するため、空港島周辺の豊かな藻場環境の創造に向けて積極
的に取り組んでいます。

その取り組みを紹介するためのイベント用動画を、
通常動画と360°VR動画に分けて2種類制作しました。

藻場の種類や生育状態の調査を紹介

大阪湾は古くから好漁場で、なかでも岸和田市は大阪府内でトップ
の漁獲量を誇ります。大阪が「なにわ」と呼ばれるのも、「魚庭
（魚の豊かな庭）」が由来という説もあるほど、大阪湾は瀬戸内海
でも有数の好漁場です。

本案件は子どもたちにも分かりやすいように、「なにわ」に住むい
きものたちを環境保全の取り組みと合わせて制作しました。

岸和田港振興協会様
岸和田の海のいきものを学ぶ動画

関西エアポートグループ様
藻場環境創造の取り組み紹介動画

ダイバーと水中360°VRによる撮影

大阪湾では非常に珍しいウミウシも見つかりました

環境保全の取り組みや課題も映像内で紹介



阪南2区北側海浜緑地の将来像

一般社団法人大阪湾再生研究・国際人材育成
コンソーシアム・コア（cifer・コア）

アマモの育成実験
底質が泥質である阪南6区や阪南2区の内水面において、海砂と播種

シートを入れたコンテナをイカダから垂下し、水中に浮かせた状態
で発芽、成長させる実験に取り組んできました。

コンテナ内では右図のようにアマモが成長し、令和5年1月に東洋
建設㈱およびCIFER・コアが共同で特許を取得しました。

現在、コンテナ等を海底に移し、海底でもアマモが発芽・成長す
るか実験を継続しています。

阪南2区東側緩傾斜護岸の藻場調査

東側緩傾斜護岸の一部において令和5年度に藻場の状況を撮影した
結果は右図のとおりです。今後、護岸全体について調査を行い、海藻
の賦存量を把握できればと考えています。

また、深日漁港の増殖機能付護岸においても、令和4年度に藻場の
広がりについて水中ドローンにより撮影を行いました。
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CIFER・コアは右図に示すような将来像を提案しています。



団体・企業等概要 令和６年５月８日
大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）

スタートアップミーティング資料

① 藻場の保全
「栄養塩類の供給」
＋「母藻の設置」「海藻の種苗投入」

兵庫県漁業協同組合連合会
水産多面的機能発揮対策事業の地域協議会「兵庫県豊かな海創生支援協議会」の事務局を担っています。
兵庫県瀬戸内海側では、海域の貧栄養化により生物生産性や多様性が失われ、適正な栄養塩類の供給が喫緊の
課題です。
兵庫県では、豊かな海を目的として、兵庫県栄養塩類管理計画を令和４年１０月に策定し、工場・下水処理場

からの栄養塩類増加を実施、推進されています。本協議会としても、下の活動を推進しています。
① 藻場の保全を目的とした「栄養塩類の供給」に関する取組。
② 干潟等の保全を目的とした「特認活動（海底への施肥）」と「特認活動（深場の耕うん）」に関する取組。

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和６年度事業において
大阪湾側では、
兵庫地区、岩屋地区、
森地区で実施予定。

② 干潟等の保全
「海底への施肥」
＋「耕うん」「深場の耕うん」



＜参考＞
淡路市「森地区豊かな海づくり活動組織」
令和５年度藻場の保全に係る取組み

＜海藻の種苗投入＞
12月：ワカメの種糸を付けた小型藻場礁
（日本リーフ(株)製「ｾﾗﾎﾟﾗｷｭｰﾌﾞ」）

10基の設置

＜栄養塩類の供給＞
1月～2月：肥料を漁船から区域全体に投入
粒状発酵鶏糞肥料（北坂養鶏場製「島の土」）

45ｔ（15kg袋×600袋/日×5日）

＜モニタリング＞
水中ドローン等により区域全体の藻場の把握

砂紋の凹部に堆積する肥料と小型海藻
※肥料は投入後、1~2週間ほどで消失。

活動場所

粒状発酵鶏糞肥料「島の土」
N 2.2%, P 6.7%, K 2.0%

モニタリング（３月）
小型藻場礁に
繁茂したワカメ

モニタリング（３月）

海藻の種苗投入（３月）

栄養塩類の供給（1～2月）



貝殻を有効活用した環境改善
貝殻の有効利用を通じて、「水環境の改善」
や「生態系及び生物多様性の保全・回復」、
「水産資源の維持・増大」の実現を目指して
います。

団体・企業等概要
貝殻利用研究会
貝殻が海を救う！！
貝殻の活用による海域環境の再生・保全

各会員と協力・連携した技術開発
各会員が技術・情報を持ち寄り、協力・連
携・研究を通じて、貝殻の特性を活かした技
術を開発しています。

会員
【JF会員】JFいしかわ、JF三重漁連、JF大阪漁連、
JF兵庫漁連、JF岡山漁連、JF広島漁連、JF香川漁
連、JFえひめ、JF長崎漁連、JFおおいた、JF宮崎
漁連

【企業会員】天野産業㈱、㈱大本組、海洋建設㈱、
㈱KANSOテクノス、三甲㈱、㈱長大

【事務局】JF全漁連購買事業部資材課
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集積した貝殻 貝殻構造物の設置

海藻類の植生調査 母藻の取り付け

▲ 紹介動画



貝殻利用技術による里海づくり

MOBAに関係する現在の取組、関心を有する取組、要望等
大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス参加登録申込時に調査票に記入いただいた内容等についてご紹介下さい。

・大阪湾や瀬戸内海で海藻類などの着生基盤と
して機能する貝殻魚礁等を設置し、漁業者らと
ともに藻場や生き物のモニタリングを行ってい
ます。

・豊かな大阪湾環境改善モデル事業において、
貝殻技術を活用した生物生息空間の創出事業を
実施しました。

・貝殻を利用した環境改善活動を広く普及する
ため、各種イベントの出展や環境学習会の一環
として、貝殻の中に生息する生き物の観察会や
貝殻お絵かき体験等を実施しています。

参考文献
・田中丈裕：漁業系廃棄物“貝殻”の有効性とその有効
利用，アクアネット,pp.28-33.2019.
・杉野伸義：漁場環境の修復修繕技術について水産工
学,Vol.47,No.3, pp.211-218,2011.
・海洋建設㈱・JF全漁連・㈱大本組：貝殻による生物
生息環境改善技術,平成24年度環境技術実証事業 閉鎖
性海域における水環境改善技術 実証試験結果報告書
平成25年3月,2013.

豊かな海づくりを目指して

出展の様子
（大阪 魚庭の海づくり大会）

貝殻魚礁に着生する海藻類



里海活動、舞台は須磨海岸
里海活動とは、海の生息する生物を豊かに

する再生と保全の取り組みを通じて、市民の
海への関心を高め、海に誘い、その恵みを次
代に継承すること

団体・企業等概要
一般社団法人 須磨里海の会の藻場再生への取り組み

具体的な活動
観光リクリエーションと漁業が営まれる地

の利を活用し、アサリや藻場の再生活動およ
び海に関するさまざまな社会教育活動を行っ
ています。

様々な主体との連携
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各地のさまざまな主体と連携し、大阪湾全
域に影響する、核藻場をつくることが目標で
す。そのためにも、「神戸の海を里海に」
S uma豊かな海プロジェクトを通じて取り組み
を充実させ、より多くの方の力を集められる
よう、海の大切さを発信しています。



⚫ 当法人のきかっけは、「ふるさとの海を再生したい」

リーフボールJAPAN®
一般社団法人マリンハビタット壱岐
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⚫ 波を消しながら海藻を育てる。

沿岸海域にイノベーションを。防災+藻場造成が可能に！
現在、九州・四国・北海道など全20カ所以上で実証中

⚫ 海藻の苗づくり。（2年2カ月経過時）



プロジェクト概要と活動目的
二酸化炭素吸収・貯留の主体となる海洋生態系の保全・再生・創出の
重要ファクターである栄養塩類（窒素、リン）の陸域からの供給管理
のあり方を検討し、対応技術・施策の確立を目指す。

団体・企業等概要
ジャパンブルーエコノミー推進研究会(BERG)
ブルーカーボン促進のための栄養塩供給管理プロジェクト

活動内容
①都市インフラ(主に下水道施設)を活用した栄養塩供給管理の検討

②大阪湾をモデル沿岸域としたフィールド調査・試験の実施

③栄養塩供給管理の前提となる規制や上位計画との整合性の検討

④対応技術の具体化と開発、情報発信、および啓蒙活動など

プロジェクト構成員
ジャパンブルーエコノミー技術研究組合(J BE)傘下BERGプロジェクト
として’23/3月に発足し、産官学17機関で推進中である。

大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA）スタートアップミーティング資料

プロジェクト構成員

１)田中宏明 京大名誉教授、信州大特任教授 顧問

２)桑江朝比呂 国研・港湾空港研、J BE理事長 顧問

３)重村浩之 国交省・国総研、下水処理研究室長

４)平山孝浩 国研・土木研、水質チーム主任研究員

５)相馬明郎 大阪公立大教授、センタ長

６)大塚耕司 大阪公立大教授、副学長

７)久保篤史 静岡大・地球科学科、講師

８)宮島利宏 東大・大気海洋研、助教

９)藤田昌史 茨城大教授、GLEC副機構長

10)株式会社東京設計事務所 技術開発室 幹事

11) J F Eエンジニアリング株式会社 環境本部

12)月島J F Eアクアソリューション株式会社 幹事

13)株式会社日立製作所 研究開発グループ 幹事

14)神戸市（建設局下水道部、環境局、経済観光局）

15) K DDI株式会社 DX 推進本部

16)日建工学株式会社 カーボンニュートラル推進室

17)株式会社建設技術研究所



フィールド調査

MOBAに関係する現在の取組状況
大阪湾をモデル沿岸域とするフィールド調査やフィールド試験などを推進中

フィールド試験
自治体(阪南市)、漁業組合の支援に
よる藻場育成現場の調査

大阪公立大、研究機関(環農水研)などとの
共同研究による科学的データ蓄積

技術体系の検討 ブルーカーボン啓蒙活動
栄養塩供給管理の課題と都市インフラ活用
による対応技術の具体化

栄養塩供給源(下水道)関係者向け公開セミナー
実施と報告資料公開



https://kinki.env.go.jp/page_00011.html
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